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教職課程修得単位一覧
－機械電気工学科【高等学校教諭一種免許状（工業）】－

■免許状取得のための基礎資格および修得単位数

■別表第

科　目　名
単位数

備　考
必 選

日本国憲法

健康の科学

生涯スポーツ指導

英語

何れか

単位必修

英語

英語

英語

英語

情報リテラシー 何れか

単位必修情報リテラシー

■別表第 （教科及び教科の指導法に関する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

工学概論 2

工業の関係
科目

設計基礎 2

機械要素設計１ 2

機械要素設計２ 2

ＣＡＤ/ＣＡＥ 2

ＣＡＤ/ＣＡＭ 2

電気機器設計製図 2

機械材料 2

機械加工法 2

電気電子材料 2

材料力学１ 2

材料力学２ 2

機械力学１ 2

機械力学２ 2

熱流体力学１ 2

熱流体力学２ 2

工業熱力学１ 2

工業熱力学２ 2

エネルギー工学 2

自動車工学１ 2

自動車工学２ 2

機構学 2

ロボット工学 2

機械電気計測 2

制御工学 2

電気回路１ 4

電気回路２ 4

工業の関係
科目

電磁気学１ 2

電磁気学２ 2

電子回路１ 2

電子回路２ 2

情報通信工学 2

電子物性基礎 2

Ｃプログラミング基礎 2

電気機器工学 2

送配電工学 2

パワーエレクトロニクス 2

発変電工学 2

電気法規・電気施設管理 2

機械加工実習 2

機械工学実験１ 2

機械工学実験２ 2

電気電子基礎実験 2

電気電子工学実験１ 2

電気電子工学実験２ 2

職業指導 2 職業指導

工業科教育法 4

各教科の指
導法（情報
機器及び教
材の活用を
含む。）

■別表第 （教育の基礎的理解に関する科目等）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

教育原理 2

教育の基礎
的理解に関
する科目

教職概論 2

教育社会学 2

教育心理学 2

特別支援教育論 2

教育課程論 2

総合的な学習の時間の指導法 2 道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

特別活動の指導法 2

教育方法論 2

生徒指導（進路指導を含む） 2

教育相談 2

教育実習（高等学校） 3 教育実習

教職実践演習（中・高） 2 教職実践演習

※４：選択科目より16単位以上修得すること。

※５： 免許法施行規則に定める区分より、それぞれ最低１単位は取得し

なければならない。

※１：以下のⅰ～ⅲの計が12単位以上あること。

　　ⅰ.24単位を超えて修得した教科及び教科指導法に関する科目

　　ⅱ.23単位を超えて修得した教育の基礎的理解に関する科目等

　　ⅲ.別表第４の科目（経営経済学科のみ）

※２：上記以外に別表第１の科目を修得すること。

※３：各別表の必修または選択必修科目は必ず修得すること。

免許状の種類
基礎

資格

教科及び教科

指導法に関す

る科目

教育の基礎的

理解に関する

科目等

大学が独自に

設定する科目

高等学校教諭

一種免許状

（工業）

学士
24単位

（別表第２）

23単位

（別表第３）

12単位

（※１）
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※４：選択科目より16単位以上修得すること。

※５： 免許法施行規則に定める区分より、それぞれ最低１単位は取得し

なければならない。

教職課程修得単位一覧
－建築学科【高等学校教諭一種免許状（工業）】－

■免許状取得のための基礎資格および修得単位数

■別表第 （教育職員免許法施行規則第

科　目　名
単位数

備　考
必 選

日本国憲法

健康の科学

生涯スポーツ指導

英語

何れか

単位必修

英語

英語

英語

英語

情報リテラシー 何れか

単位必修情報リテラシー

■別表第 （教科及び教科の指導法に関する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

工学概論

工業の関係

科目

構造力学

ＣＡＤ１

基礎製図

ＣＡＤ製図

構造力学２

スペースデザイン

環境水理学

材料力学

設計製図

建築材料実験

構造力学３

建築計画１

ＣＡＤ２

インテリア環境工学

モダンデザイン

測量学及び実習

自然生態学

設計製図

建築計画

建築一般構造

建築法規１

建築環境工学

材料工学

構造設計

■別表第 （教育の基礎的理解に関する科目等）

科　目　名
単位数 高等学校

備　考必 選

教育原理

教育の基礎
的理解に関
する科目

教職概論

教育社会学

教育心理学

特別支援教育論

教育課程論

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

特別活動の指導法

教育方法論

教育相談

教育実習（高等学校）

教職実践演習（中・高） 教職実践演習

日本建築史

工業の関係

科目

住居論

地理情報処理演習

設計製図３

施工１

建築法規２

都市計画

世界建築史

構造設計２

技術者倫理

施工２

建築設備

設計製図

ランドスケープ

建設マネジメント演習及び実習

リフォーム

設計製図５ 2

職業指導

工業科教育法

各教科の指
導法（情報
機器及び教
材の活用を
含む。）

※１：以下のⅰ～ⅲの計が12単位以上あること。

　　ⅰ.24単位を超えて修得した教科及び教科指導法に関する科目

　　ⅱ.23単位を超えて修得した教育の基礎的理解に関する科目等

　　ⅲ.別表第４の科目（経営経済学科のみ）

※２：上記以外に別表第１の科目を修得すること。

※３：各別表の必修または選択必修科目は必ず修得すること。

免許状の種類
基礎

資格

教科及び教科

指導法に関す

る科目

教育の基礎的

理解に関する

科目等

大学が独自に

設定する科目

高等学校教諭

一種免許状

（工業）

学士
24単位

（別表第２）

23単位

（別表第３）

12単位

（※１）
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教職課程修得単位一覧
－航空宇宙工学科【高等学校教諭一種免許状（工業）】－

■免許状取得のための基礎資格および修得単位数

■別表第 （教育職員免許法施行規則第

科　目　名
単位数

備　考
必 選

日本国憲法

健康の科学

生涯スポーツ指導

英語

何れか

単位必修

英語

英語

英語

英語

情報リテラシー 何れか

単位必修情報リテラシー

■別表第 （教科及び教科の指導法に関する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

工学概論 2

工業の関係

科目

微分方程式 2

ベクトル解析 2

力学要論 2

航空工学概論 2

航空工学基礎 2

ロケット工学 2

流体力学 2

空気力学 2

航空機構造装備 2

材料力学基礎 2

材料力学応用 2

構造力学 2

振動工学 2

ＣＡＤ基礎（作図） 2

ＣＡＤ基礎（設計） 2

航空機設計 2

航空機ＣＡＤ応用 2

熱力学 2

ピストンエンジン 2

タービンエンジン 2

飛行力学 2

制御工学基礎 2

衛星システム工学 2

航空宇宙材料 2

航空機工作 2

工業の関係

科目

航空宇宙電気電子 2

航空法規 2

航空宇宙情報処理 2

航空宇宙プログラミング 2

航空宇宙数値解析 2

工学実験基礎 2

航空工学実験１ 2

航空工学実験２ 2

整備概論 2

整備基礎 2

整備実践 2

整備応用 2

職業指導 2 職業指導

工業科教育法 4

各教科の指
導法（情報
機器及び教
材の活用を
含む。）

■別表第 （教育の基礎的理解に関する科目等）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

教育原理

教育の基礎
的理解に関
する科目

教職概論

教育社会学

教育心理学

特別支援教育論

教育課程論

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

特別活動の指導法

教育方法論

教育相談

教育実習（高等学校）

教職実践演習（中・高） 教職実践演習

※１：以下のⅰ～ⅲの計が12単位以上あること。

　　ⅰ.24単位を超えて修得した教科及び教科指導法に関する科目

　　ⅱ.23単位を超えて修得した教育の基礎的理解に関する科目等

　　ⅲ.別表第４の科目（経営経済学科のみ）

※２：上記以外に別表第１の科目を修得すること。

※３：各別表の必修または選択必修科目は必ず修得すること。

免許状の種類
基礎

資格

教科及び教科

指導法に関す

る科目

教育の基礎的

理解に関する

科目等

大学が独自に

設定する科目

高等学校教諭

一種免許状

（工業）

学士
24単位

（別表第２）

23単位

（別表第３）

12単位

（※１）

※４：選択科目より16単位以上修得すること。

※５： 免許法施行規則に定める区分より、それぞれ最低１単位は取得し

なければならない。
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教職課程修得単位一覧
－情報メディア学科【高等学校教諭一種免許状（情報）】－

■免許状取得のための基礎資格および修得単位数

■別表第 （教育職員免許法施行規則第

科　目　名
単位数

備　考
必 選

日本国憲法

健康の科学

生涯スポーツ指導

英語

何れか

単位必修

英語

英語

英語

英語

情報リテラシー 何れか

単位必修情報リテラシー

■別表第 （教科及び教科の指導法に関する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

情報メディアと社会 2 情報社会及
び情報処理情報メディアと法・倫理 2

コンピュータ基礎 2 コンピュー
タ及び情報
処理（実習
を含む。）

Ｃ言語プログラミング 2

Ｊａｖａプログラミング 2

アルゴリズム 2
情報システ
ム（実習を
含む。）

データベース基礎 2

データベース応用 2

インターネット基礎 2
情報通信ネ
ットワーク

（実習を含
む。）

インターネット応用 2

インターネット実践 2

ＩＴ基礎 2

コンピュータグラフィックス基礎 2

マルチメデ
ィア表現及
び技術（実
習を含む。）

映像企画・取材学 2

デジタルコンテンツ論 2

画像処理及び演習 3

信号処理及び演習 3

コンピュータグラフィックス応用 2

コンピュータミュージック基礎 2

コンピュータミュージック応用 2

Ｗｅｂデザイン 2

Ｗｅｂプランニング論 2

■別表第 （教育の基礎的理解に関する科目等）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

教育原理

教育の基礎
的理解に関
する科目

教職概論

教育社会学

教育心理学

特別支援教育論

教育課程論

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

特別活動の指導法

教育方法論

教育相談

教育実習（高等学校）

教職実践演習（中・高） 教職実践演習

情報と職業 2 情報と職業

情報科教育法 4

各教科の指
導法（情報
機器及び教
材の活用を
含む。）

※４： 免許法施行規則に定める区分より、それぞれ最低１単位は取得し

なければならない。
※１：以下のⅰ～ⅲの計が12単位以上あること。

　　ⅰ.24単位を超えて修得した教科及び教科指導法に関する科目

　　ⅱ.23単位を超えて修得した教育の基礎的理解に関する科目等

　　ⅲ.別表第４の科目（経営経済学科のみ）

※２：上記以外に別表第１の科目を修得すること。

※３：各別表の必修または選択必修科目は必ず修得すること。

免許状の種類
基礎

資格

教科及び教科

指導法に関す

る科目

教育の基礎的

理解に関する

科目等

大学が独自に

設定する科目

高等学校教諭

一種免許状

（情報）

学士
24単位

（別表第２）

23単位

（別表第３）

12単位

（※１）
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教職課程修得単位一覧
－経営経済学科【高等学校教諭一種免許状（商業）】－

■免許状取得のための基礎資格および修得単位数

■別表第 （教科及び教科の指導法に関する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

簿記入門

商業の関係

科目

経営学入門

簿記原理

原価計算論Ａ

原価計算論Ｂ

管理会計論Ａ

管理会計論Ｂ

監査論Ａ

監査論Ｂ

財務諸表論

財務管理論

会社簿記

日本のサービス産業

流通経営論

マーケティング論

サービスマーケティング論

スポーツマーケティング

企業戦略基礎

経営学総論

経営分析

スポーツ経営学

統計理論

プログラミング入門

プログラミング言語

データ解析Ａ

システム分析論

■別表第 （教育の基礎的理解に関する科目等）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

教育原理

教育の基礎
的理解に関
する科目

教職概論

教育社会学

教育心理学

特別支援教育論

教育課程論

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

特別活動の指導法

教育方法論

教育相談

教育実習（高等学校）

教職実践演習（中・高）

■別表第 （教育職員免許法施行規則第

科　目　名
単位数

備　考
必 選

日本国憲法

健康の科学

生涯スポーツ指導

英語

何れか

単位必修

英語

英語

英語

英語

情報リテラシー 何れか

単位必修情報リテラシー

■別表第 （大学が独自に設定する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

臨床心理学

カウンセリング

青年心理学

道徳教育の理論と実践

※１：以下のⅰ～ⅲの計が12単位以上あること。

　　ⅰ.24単位を超えて修得した教科及び教科指導法に関する科目

　　ⅱ.23単位を超えて修得した教育の基礎的理解に関する科目等

　　ⅲ.別表第４の科目（経営経済学科のみ）

※２：上記以外に別表第１の科目を修得すること。

※３：各別表の必修または選択必修科目は必ず修得すること。

免許状の種類
基礎

資格

教科及び教科

指導法に関す

る科目

教育の基礎的

理解に関する

科目等

大学が独自に

設定する科目

高等学校教諭

一種免許状

（商業）

学士
24単位

（別表第２）

23単位

（別表第３）

12単位

（別表第４※１）

職業指導 2 職業指導

商業科教育法 4

各教科の指

導法（情報

機器及び教

材の活用を

含む。）

※４：選択科目から12単位は選択必修

※５： 免許法施行規則に定める区分より、それぞれ最低１単位は取得し

なければならない。
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教職課程修得単位一覧
－経営経済学科【高等学校教諭一種免許状（公民）】－

■免許状取得のための基礎資格および修得単位数

■別表第 （教育職員免許法施行規則第

■別表第 （教科及び教科の指導法に関する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

法学概論

「法律学（国際

法を含む。）、政

治学（国際政治

を含む。）」

政治学概論Ａ

政治学概論Ｂ

憲法Ａ

憲法Ｂ

民法ⅠＡ

民法ⅠＢ

民法Ⅱ

労働法

スポーツ法学

経済学入門 2

「社会学、経済

学（国際経済を

含む。）」

マクロ経済学

ミクロ経済学

経済統計Ａ

経済統計Ｂ

経済分析

西洋経済史

経済学史

財政学

公共経済学

国際経済学 2

金融論

国際金融論

「社会学、経済

学（国際経済を

含む。）」

地方財政論

ＮＰＯ・ＮＧＯ論

地域とスポーツ

スポーツ行財政論

スポーツ社会学

経済外書講読Ａ

哲学概論Ａ 「哲学、倫理学、
宗教学、心理学」
※いずれか6単
位修得かつ哲学
概論Ａ、哲学概
論Ｂ、心理学概
論Ａ、心理学概
論Ｂの中から1
科目選択必修

哲学概論Ｂ

心理学概論Ａ

心理学概論Ｂ

社会心理学

倫理学概論Ａ

倫理学概論Ｂ

社会科・公民科教育法 4

各教科の指導法
（情報機器及び
教材の活用を含
む。）

■別表第 （教育の基礎的理解に関する科目等）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

教育原理

教育の基礎的理

解に関する科目

教職概論

教育社会学

教育心理学

特別支援教育論

教育課程論

道徳、総合的な

学習の時間等の

指導法及び生徒

指導、教育相談

等に関する科目

特別活動の指導法

教育方法論

教育相談

教育実習（高等学校） 3 教育実習

教職実践演習（中・高） 2 教職実践演習

科　目　名
単位数

備　考
必 選

日本国憲法

健康の科学

生涯スポーツ指導

英語

何れか

単位必修

英語

英語

英語

英語

情報リテラシー 何れか

単位必修情報リテラシー

■別表第 （大学が独自に設定する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

道徳教育の理論と実践

臨床心理学

カウンセリング

青年心理学

※１：以下のⅰ～ⅲの計が12単位以上あること。

　　ⅰ.24単位を超えて修得した教科及び教科指導法に関する科目

　　ⅱ.23単位を超えて修得した教育の基礎的理解に関する科目等

　　ⅲ.別表第４の科目（経営経済学科のみ）

※２：上記以外に別表第１の科目を修得すること。

※３：各別表の必修または選択必修科目は必ず修得すること。

免許状の種類
基礎

資格

教科及び教科

指導法に関す

る科目

教育の基礎的

理解に関する

科目等

大学が独自に

設定する科目

高等学校教諭

一種免許状

（公民）

学士
24単位

（別表第２）

23単位

（別表第３）

12単位

（別表第４※１）

※４： 免許法施行規則に定める区分より、それぞれ最低１単位は取得し

なければならない。



れ

流

の

間

年

４

教職課程修得単位一覧
－経営経済学科【高等学校教諭一種免許状（福祉）】－

■免許状取得のための基礎資格および修得単位数

■別表第 （教育職員免許法施行規則第

科　目　名
単位数

備　考
必 選

日本国憲法

健康の科学

生涯スポーツ指導

英語

何れか

単位必修

英語

英語

英語

英語

情報リテラシー 何れか

単位必修情報リテラシー

■別表第 （教科に関する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

社会福祉入門

社会福祉学（職

業指導を含む。）

社会福祉原論Ａ 2

社会福祉原論Ｂ 2

社会保障論Ａ 2

社会保障論Ｂ 2

公的扶助論 2

高齢者福祉論 2 高齢者福祉・児

童福祉・障害者

福祉

児童福祉論 2

障害者福祉論 2

相談援助の基盤と専門職Ａ 2

社会福祉援助技

術

相談援助の基盤と専門職Ｂ 2

相談援助の理論と方法Ａ

相談援助の理論と方法Ｂ

介護概論 2
介護理論・介護
技術

社会福祉援助技術演習Ⅰ 2 社会福祉総合実
習（社会福祉援
助実習及び社会
福祉施設等にお
ける介護実習を
含む。）

社会福祉援助技術演習Ⅱ 4

社会福祉援助技術現場実習 4

社会福祉援助技術現場実習指導 3

人体構造及び日常生活行動 2

人体構造に関す
る理解・日常生
活行動に関する
理解

■別表第 （教育の基礎的理解に関する科目等）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

教育原理

教育の基礎的理

解に関する科目

教職概論

教育社会学

教育心理学

特別支援教育論

教育課程論

道徳、総合的な

学習の時間等の

指導法及び生徒

指導、教育相談

等に関する科目

特別活動の指導法

教育方法論

教育相談

教育実習（高等学校） 教育実習

■別表第 （大学が独自に設定する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

臨床心理学

カウンセリング

青年心理学

道徳教育の理論と実践

※１：以下のⅰ～ⅲの計が12単位以上あること。

　　ⅰ.24単位を超えて修得した教科及び教科指導法に関する科目

　　ⅱ.23単位を超えて修得した教育の基礎的理解に関する科目等

　　ⅲ.別表第４の科目（経営経済学科のみ）

※２：上記以外に別表第１の科目を修得すること。

※３：各別表の必修または選択必修科目は必ず修得すること。

免許状の種類
基礎

資格

教科及び教科

指導法に関す

る科目

教育の基礎的

理解に関する

科目等

大学が独自に

設定する科目

高等学校教諭

一種免許状

（福祉）

学士
24単位

（別表第２）

23単位

（別表第３）

12単位

（別表第４※１）

心理学 2
加齢に関する理
解・障害に関す
る理解

福祉科教育法 4

各教科の指導法
（情報機器及び
教材の活用を含
む。）

※４： 免許法施行規則に定める区分より、それぞれ最低１単位は取得し

なければならない。



れ

流

の

間

年

４

教職課程修得単位一覧
－経営経済学科【中学校教諭一種免許状（社会）】－

■免許状取得のための基礎資格および修得単位数

■別表第２（教科及び教科の指導法に関する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

日本史
日本史・外国史

外国史

地理学概論Ａ 地理学（地誌を含
む。）
地理学概論Ａ、地
理学概論Ｂ いず
れか１科目は必修

地理学概論Ｂ

地誌学

法学概論

「法律学、政治

学」

憲法Ａ

憲法Ｂ

民法ⅠＡ

民法ⅠＢ

民法Ⅱ

労働法

スポーツ法学

政治学概論Ａ

政治学概論Ｂ

経済学入門 2

「社会学、経済

学」

マクロ経済学

ミクロ経済学

経済統計Ａ

経済統計Ｂ

経済分析

西洋経済史

経済学史

「社会学、経済

学」

財政学

公共経済学

国際経済学

金融論

国際金融論

地方財政論

ＮＰＯ・ＮＧＯ論

社会心理学

地域とスポーツ

スポーツ行財政論

スポーツ社会学

経済外書講読Ａ

哲学概論Ａ
「哲学、倫理学、

宗教学」

合計４単位必修

哲学概論Ｂ

倫理学概論Ａ

倫理学概論Ｂ

社会科・公民科教育法 4 各教科の指導法
（情報機器及び
教材の活用を含
む。）社会科教育法 4

■別表第３（教育の基礎的理解に関する科目等）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

教育原理

教育の基礎的理

解に関する科目

教職概論

教育社会学

教育心理学

特別支援教育論

教育課程論

道徳教育の理論と実践

道徳、総合的な

学習の時間等の

指導法及び生徒

指導、教育相談

等に関する科目

特別活動の指導法

教育方法論

教育相談

教育実習（中学校） 教育実習

■別表第 （教育職員免許法施行規則第

科　目　名
単位数

備　考
必 選

日本国憲法

健康の科学

生涯スポーツ指導

英語１

何れか

２単位必修

英語２

英語３

英語４

英語５

英語６

情報リテラシー１ 何れか

２単位必修情報リテラシー２

■別表第４（大学が独自に設定する科目）

科　目　名
単位数

備　考
必 選

児童心理学

臨床心理学

カウンセリング

青年心理学

※４： 免許法施行規則に定める区分より、それぞれ最低１単位は取得し

なければならない。

※１：以下のⅰ～ⅱの計が4単位以上あること。

　　ⅰ.28単位を超えて修得した教科及び教科指導法に関する科目

　　ⅱ.27単位を超えて修得した教育の基礎的理解に関する科目等

※２：上記以外に別表第１の科目を修得すること。

※３：各別表の必修または選択必修科目は必ず修得すること。

免許状の種類
基礎

資格

教科及び教科

指導法に関す

る科目

教育の基礎的

理解に関する

科目等

大学が独自に

設定する科目

中学校教諭

一種免許状

（社会）

学士
28単位

（別表第２）

27単位

（別表第３）

4単位

（別表第４※１）




